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市町の令和２年度の取組の実施状況及び 

令和３年度の取組等について 
 

  

参考資料１ 参考資料３ 
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【広島市】〔資料１の再掲〕 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 各種広報媒体により災害に関

する一般知識や備え等を広報す

る。 

 

 

○ 広島市 HP、市政出前講座、講演会・

研修会等により、災害に関する一般

知識や平素からの備えについて周知

した。 

○ 各種広報媒体により災

害に関する一般知識や備

え等を広報する。［継続］ 

察知する 

○ 避難情報の入手方法の周知 

 

 

○ 広島市防災情報メールの登録

促進 

 

○ 緊急速報メールの活用の周知 

 

 

○ 防災受信機の利用促進  

 

 

○ 防災ライブカメラの設置補助 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知 

○ 広島市 HP、SNS、市政出前講座、講

演会・研修会、デジタルサイネージ

及びポスター掲示等により周知し、

災害の危険性を察知する手段を確保

するための支援を行った。 

○ 避難情報の入手方法の

周知［継続］ 

 

○ 広島市防災情報メール

の登録促進［継続］ 

 

○ 緊急速報メールの活用

の周知［継続］ 

 

○ 防災受信機の利用促進

［継続］ 

 

○ 防災ライブカメラの設

置補助［継続］ 

 

○ 避難誘導アプリの周知

［継続］ 

 

行動する 

○ 自主防災組織による防災訓練

に対する補助 

 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ「わがま

ち防災マップ」の作成支援 

 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知 

 

○ 防災訓練の実施に係る補助金を交

付する制度を設け、自主防災組織が

効果的な訓練を実施できるよう支援

した。 

   

 

○ 地域の危険性を自ら確認し、災害

に備えることのできる「わがまち防

災マップ」の作成を支援した。 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知のため、公

共施設やサービスエリア等へリーフ

レット等を設置し、市立小学校、中

学校、高校の全児童、全生徒へチラ

シを配布するとともに、バスセンタ

ーやシャレオ、ＪＲ西日本、アスト

ラムラインの駅にポスターを掲示し

た。 

○ 自主防災組織による防

災訓練に対する補助［継

続］ 

 

 

 

○ 地域独自の防災マップ

「わがまち防災マップ」

の作成支援［継続］ 

 

 

○ 避難誘導アプリの周知

［継続］ 
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学ぶ 

○ 自主防災組織による防災講演

会や研修会等の開催に対する支

援 

 

○ 講演会・研修会・市政出前講座

の開催 

 

○ 災害を追体験できる取組の推

進 

 

○ こどもを対象とした防災体験

学習の実施 

 

○ 普及啓発冊子「たちまち防災」

を活用し、地域防災リーダーが研

修を実施する。 

○ 防災まちづくり事業により、広島

市内各地で実施される防災講演会や

研修会、体験学習に対する支援を実

施（講師謝礼金、資機材の購入費用、

設備の借り上げ費用等） 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「たちまち防災」※を活用した研修

を地域防災リーダーが実施した。※

たちまち防災配布数～約 20,000 部 

○ 自主防災組織による防

災講演会や研修会等の開

催に対する支援［継続］ 

 

○ 講演会・研修会・市政

出前講座の開催［継続］ 

 

○ 災害を追体験できる取

組の推進［継続］ 

 

○ こどもを対象とした防

災体験学習の実施［継続］ 

 

 

○ 普及啓発冊子「たちま

ち防災」を活用し、地域

防災リーダーが研修を実

施する。［継続］ 

備える 

○ 防災リーダーの養成事業の実

施 

 

○ 企業や各種団体が開催する防

災イベントと連携し、日頃からの

備えを啓発 

○ 昨年度に引き続き、防災士養成講

座を実施した（養成数 101 名） 

※第一回講座実施日（11/28.29） 

※第二回については、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止の観点から延

期（R3.5 月以降開催予定） 

○ 防災リーダーの養成事

業の実施［継続］ 

 

○ 企業や各種団体が開催

する防災イベントと連携

し、日頃からの備えを啓

発［継続］ 
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【呉市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 土砂災害ハザードマップ（川

尻地区）の作成，配布及びホー

ムページへの掲載 

 

 

 

 

○ 洪水ハザードマップ（野呂川

（安浦地区））の作成，配布及び

ホームページへの掲載 

 

○ 高潮ハザードマップ（呉市全

域）の作成，配布及びホームペ

ージへの掲載 

○ 土砂災害ハザードマップ（川

尻地区）を令和２年度中に作成

し，令和３年度初旬に対象地区

の自治会を通して各戸配布す

るとともに，ホームページへ掲

載する予定。 

 

○ 洪水ハザードマップ（野呂川

（安浦地区））と高潮ハザード

マップ（呉市全域）の作成,配

布及びホームページ掲載の実

施は,令和３年度に持ち越し。 

○ WEB 版ハザードマップの構築

し,ホームページで展開。［新規］ 

 

 

 

 

 

○ 洪水ハザードマップ（野呂川，

二河川）の作成，配布及びホーム

ページへの掲載。［継続］ 

 

○ 高潮ハザードマップ（呉市全

域）の作成，配布及びホームペー

ジへの掲載。［継続］ 

察知する 

○ 防災情報メールへの登録推進

を継続 

 

 

○ 防災行政無線難聴地区調査の

継続 

 

○ 避難勧告等や気象情報等の入

手方法の周知 

 

○ 防災研修，出前講座，イベン

ト等の機会を利用した避難情報

の入手方法の周知 

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

○ 防災情報メール，一斉電話伝達

サービスへの登録推進を継続［継

続］ 

 

○ 防災行政無線難聴地区調査の

継続［継続］ 

 

○ 避難勧告等や気象情報等の入

手方法の周知［継続］ 

 

○ 防災研修，出前講座，イベント

等の機会を利用した避難情報の

入手方法の周知［継続］ 

行動する 

○ 市内全域での一斉避難訓練を

実施 

 

 

 

○ 地域が主体となった避難訓練

の実施を継続 

 

○ 各自治会・自主防災組織での

避難訓練・まちあるき点検等に

より，避難行動の確認等を促進 

 

 

○ 防災研修，出前講座，防災訓

練等で災害から命を守るために

必要な行動（災害の種類に応じ

た自らの判断による避難行動

（垂直避難，高台避難等））や危

険を感じた時は避難勧告等の有

無にかかわらず，避難行動を行

うことの重要性について周知 

○ 新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため,市内全域での

一斉避難訓練をサイレン吹鳴

訓練に切り替えて実施。 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

 

○ 市内全域での一斉避難訓練を

実施。［継続］ 

 

 

 

○ 地域が主体となった避難訓練

の実施を継続［継続］。 

 

○ 各自治会・自主防災組織での避

難訓練・まちあるき点検等によ

り，避難行動の確認等を促進。［継

続］ 

 

○ 防災研修，出前講座，防災訓練

等で災害から命を守るために必

要な行動（災害の種類に応じた自

らの判断による避難行動（垂直避

難，高台避難等））や危険を感じ

た時は避難勧告等の有無にかか

わらず，避難行動を行うことの重

要性について周知。［継続］ 
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学ぶ 

○ 防災教室，出前講座，住民説

明会，防災訓練等で実施し，防

災意識の高揚を促進 

 

○ 学校で防災に関する教育活動

を実施 

 

○ 防災リーダ－対象の避難所運

営ゲームの実施。 

 

 

○ 総合防災訓練の実施。 

 ・住民，企業，防災関係機関が

一体となって，災害を想定した

実践的な訓練を実施 

 ・各種体験や展示コーナーを設 

 置 

 

○ 国際交流フェスでの防災関係

ブースを設置 

 

○ KURE 防災かいぎのイベントで

防災関係のブースを設置 

○ 継続実施中 

 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため,避難所運営ゲ

ーム中止。 

 

○ 新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため, 総合防災訓

練中止。 

 

 

 

 

○ 国際交流フェスで防災関係

ブースを設置。 

 

○ KURE 防災かいぎに参加。 

○ 防災教室，出前講座，住民説明

会，防災訓練等で実施し，防災意

識の高揚を促進。［継続］ 

 

○ 学校で防災に関する教育活動

を実施。［継続］ 

 

 

 

 

 

○ 総合防災訓練の実施。住民，企

業，防災関係機関が一体となっ

て，災害を想定した実践的な訓練

を実施し，会場では各種体験や展

示コーナーを設置。［継続］ 

 

 

○ 国際交流フェスでの防災関係

ブースを設置［継続］ 

 

○ KURE 防災かいぎのイベントで

防災関係のブースを設置［継続］ 

 

備える 

○ 防災研修，出前講座，防災訓

練等で，避難の方法の事前確認

や，非常持ち出し品，備蓄品の

用意などについて周知 

 

○ 防災リーダーの養成を継続 

 

 

○ 自主防災組織の結成促進と活

動の活性化を図る。 

 

○ 備蓄物資の充実を図る。 

○ 継続実施中 

 

 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 継続実施中 

 

 

○ 投光器,発電機等を購入。 

○ 防災研修，出前講座，防災訓練

等で，避難の方法の事前確認や，

非常持ち出し品，備蓄品の用意な

どについて周知。［継続］ 

 

○ 防災リーダーの養成を継続［継

続］。 

 

○ 自主防災組織の結成促進と活

動の活性化を図る。［継続］ 

 

○ 災害備蓄品の充実を図る。［継

続］ 
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【竹原市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 出前講座や市広報誌，ハザードマ

ップ等を通じて，災害の基礎知識，

身の周りの災害危険箇所や状況に

応じた避難経路及び避難場所等を

共有 （※コロナ禍への対応を含

む） 

 

○ ハザードマップ地域説明会によ

り発災時の各地域におけるハザー

ドマップの利活用方法の講習 

 

○ 出前講座や市広報誌等を通

じて，土砂災害警戒区域や浸水

想定区域を周知し，避難経路及

び避難場所等を確認するよう

啓発した。（※コロナ禍の避難

所対応を含む） 

 

○ 災害図上訓練 DIG 研修時な

どに市防災ハザードマップを

配布し，利活用方法を図る。 

○ 出前講座や市広報誌，ハザ

ードマップ等を通じて，災害

の基礎知識，身の周りの災害

危険箇所や状況に応じた避難

経路及び避難場所等の啓発

［継続］ 

 

察知する 

○ 住民の避難行動の判断材料とな

る気象情報や河川情報の内容，取る

べき行動，情報の入手手段につい

て，出前講座等の機会を捉えて市民

へ周知 

 

 

○ ハザードマップを通じて，防災情

報の入手方法の知識の普及 

 

 

○ 梅雨や台風時期前に広報誌や地

元ケーブルテレビにて災害の前兆

などの話題を取り上げて注意喚起

を図るとともに，メールサービス，

SNSや屋外拡声器等を使用した防災

情報の積極的な発信 

 

 

○ 防災情報を迅速的確に伝達でき

るよう告知放送設備の円滑な運営 

 

 

 

○ メール配信サービス及び防災情

報電話の登録促進 

 

○ 自治会長のメール配信サービス

及び防災情報電話の登録拡充によ

る連絡体制の強化 

 

○ 各種情報の入手手段，災害毎

のとるべき行動，警戒レベルを

用いた避難情報の発令等を市

ＨＰ，広報誌及び出前講座等の

機会を捉えて市民へ周知した。 

 

 

○ 梅雨や台風時期前に広報誌

やケーブルテレビにて災害の

前兆などの話題を取り上げて

注意喚起を図った。また，気象

情報や避難情報については，メ

ール配信サービスや屋外拡声

器の他に車両広報やＳＮＳ，Ｈ

Ｐにより積極的に情報発信し

た。 

 

 

 

○ 屋外拡声器やメール配信サ

ービスに加え，自動音声電話で

の情報伝達者の登録拡充によ

り連絡体制を強化し，伝達訓練

を行い運用を確認した。  

○ 住民の避難行動の判断材料

となる気象情報や河川情報の

内容，取るべき行動，情報の

入手手段について，出前講座

等の機会を捉えて市民へ周知

［継続］ 

 

○ ハザードマップ等を通じ

て，防災情報の入手方法の知

識の普及［継続］ 

 

○ 梅雨や台風時期前に広報誌

や地元ケーブルテレビにて災

害の前兆などの話題を取り上

げて注意喚起を図るととも

に，メールサービス，SNS や屋

外拡声器等を使用した防災情

報の積極的な発信［継続］ 

 

○ 防災情報を迅速的確に伝達

できるよう告知放送設備，自

動音声電話の円滑な運営［継

続］ 

 

 

○ メール配信サービスの促 

 進［継続］ 
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行動する 

○ 市総合防災訓練，各地域の住民自

治組織による地震や風水害を想定

した実践訓練を消防機関と連携し

て実施 

 

○ 半固定化している訓練参加者の

若年層（中学生等）の増加。 

 

 

○ 地域特性を踏まえた防災訓練の

実施を助言 

 

 

○ 自治会等を中心に避難訓練やま

ち歩きによる防災マップの作成，各

戸への配布 

 

○ 市総合防災訓練等の中止 

 

○ 広島県「避難の呼びかけ体制

づくり支援事業」を推進し，市

内 11 の自治会において住民や

高齢者等への情報伝達や支援

等の実践訓練を実施した。 

 

○ 避難行動要支援者（個別計画

含む）対策に着手 

○ 市総合防災訓練，住民自治

組織毎に地震や風水害を想定

した実践訓練を関係団体と連

携して実施［継続］ 

 

○ 半固定化している訓練参加

者の若年層（中学生等）への

参加啓発［継続］ 

 

○ 地域特性を踏まえた呼びか

け避難の伝達訓練等の実施

［継続］ 

 

○ 自治会等を中心に避難訓練

やまち歩きによる地区防災マ

ップの作成，各戸への配布［継

続］ 

学ぶ 

○ 各種団体等への出前講座の実施，

住民自治組織への広島県自主防災

アドバイザー派遣による災害図上

訓練ＤＩＧを実施 

 

 

○ 防災リーダー等を対象とした「防

災リーダー研修」を開催 

 

 

 

 

○ 広島県自主防災アドバイザー通

じて，教育委員会の防災担当教職員

への研修，児童等への防災学習等の

実施 

 

○ 市内 17 の住民自治組織の役

員が参加して，「自主防災組織

等による避難の呼びかけ体制

づくりセミナー」を７月と 8

月の２回に分けて開催した。 

 

○ 令和３年11月8日に70名が

参加し，「竹原市地域防災リー

ダー研修会」を実施した。新た

に 16 名をリーダーとして認定 

 

 

○ 災害伝承 10 年プロジェクト

防災講演会を令和３年２月 27

日に開催 

○ 各種団体等への出前講座の

実施，広島県自主防災アドバ

イザー派遣による講演，災害

図上訓練を実施［継続］ 

 

 

○ 竹原市地域防災リーダー研

修会の実施［継続］ 

 

備える 

○ あらゆる機会を捉えて，備蓄物資

（ローリング）や非常持出品の啓発 

 

 

○ 市としても非常食・飲料水，毛布

等の備蓄を推進するとともに，備蓄

箇所を増加 

 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者の避難対策，有

事の際の連絡体制の促進 

 

○ 研修会等の機会を捉えて，ひ

ろしまマイタイムラインの作

成を推進した。 

 

○ 梅雨や台風時期前に広報誌

にて，各家庭において災害用備

蓄を行うよう周知するととも

に，市として計画的に非常食・

飲料水，毛布等を整備し避難所

へ配置した。 

 

○ 避難行動要支援者の避難対

策（個別計画）に着手した。 

○ あらゆる機会を捉えて，備

蓄物資（ローリング）や非常

持出品の啓発［継続］ 

 

○ 市としても非常食・飲料水，

毛布等の備蓄を推進するとと

もに，備蓄箇所を増加［継続］ 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者の避難対

策，有事の際の連絡体制の促

進［継続］ 
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【三原市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 土砂ＨＭ印刷 

 

 

 

 

○ まちなか防災標識の設置 

○ 土砂ＨＭ印刷 

Ｒ２完了⇒ＷＥＢ版ハザードマッ

プに引継 

 

 

○ まちなか防災標識の設置 

 Ｒ３完了予定 

 

 

○ 三原市防災ネットワーク主催防

災講演会 1 月実施 

 

○ 総合ハザードマップ（Web

版）の周知・啓発［新規］ 

 

 

 

○ まちなか防災標識の設置

［継続］ 

察知する 

○ 三原市メール配信システムで

の災害情報等の周知継続 

 

 

 

 

 

○ FM 告知端末を配付継続 

 

 

○ コミュニティFM放送局の活用 

 

○ 三原市メール配信システムでの

災害情報等の周知継続 

出前講座等により三原市メール

配信システムの登録を促した。 

 

 

 

○ FM 告知端末を配付継続 

 

 

○ コミュニティ FM 放送局の活用 

  年 48 週の防災啓発番組，災害時

の緊急放送の実施 

 

○ 三原市メール配信システム

での災害情報等の周知［継続］ 

 

 

 

 

 

○ FM 告知端末を配付［継続］ 

 

 

○ コミュニティFM放送局の活

用［継続］ 

行動する 

○ 出前講座等による防災訓練支 

援 

 

 

 

 

○ 住民参加型の防災体験を計画

し，3 月に実施予定  

○ 出前講座等による防災訓練支援 

  出前講座 40 回 

訓練支援 ７組織 

 

 

 

○ 三原市防災ネットワーク主催防

災体験会 9 月実施 

 

 

○ 市民防災訓練（シェイクアウト

訓練） 3 月実施 

 

○ 出前講座等による防災訓練

支援［継続］ 

 

 

 

 

○ 住民参加型の防災体験を実

施［継続］  
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学ぶ 

○ 地域防災リーダー養成講座の

実施 

 

 

○ 自主防災組織・町内会等への

出前講座の実施継続（三原市防

災士ネットワークと共同で実

施） 

 

 

○ 防災講演会の計画 1月 31日に

実施予定 

 

 

○ 自主防災組織への情報提供と

して１月16日に防災研修会実施

予定 

 

○ 地域防災リーダー養成講座 12

月実施 

 

 

○ 出前講座実施 40 回 

 

 

 

 

 

○ 防災講演会実施 １月 

 

 

 

○ 防災研修会 中止 

○ 地域防災リーダー養成講座

の実施［継続］ 

 

 

○ 自主防災組織・町内会等へ

の出前講座の実施［継続］（三

原市防災士ネットワークと共

同で実施） 

 

 

○ 防災講演会の計画実施［継

続］ 

 

備える 

○ 自主防災組織への支援の継続 

 

 

○ 地域防災リーダー養成講座の

実施 

 

○ 自主防災組織への支援の継続 

 

 

○ 地域防災リーダー養成講座 12

月実施 

○ 自主防災組織への支援の

［継続］ 

 

○ 地域防災リーダー養成講座

の実施［継続］ 
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【尾道市】 
行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 暮らしのガイドブックに掲載してい
る防災マップにより、転入者に対して
市内の災害危険箇所、避難場所等を周
知 

 
○ 市民を対象に災害の基礎知識と防災
対策についての防災出前講座を実施す
る。 

 
○ 地域住民が主体となって、地域の災
害危険場所や避難所、避難経路等を記
した地図を作成し、防災情報を共有す
ることで、災害時の速やかな避難行動
の促進を目指す。 

 
○ 土砂災害危険区域の指定等に合わせ
て総合防災マップを更新し、全戸配布
することにより、市民に危険箇所の認
識を深めていただき、避難行動の促進
を図る。 

○ 左記の取組を実施 
 
 
 
 
○ 左記の取組を実施 
・22 団体，845 名を対象に
実施（R3.2 月末現在） 
 
○ 今年度 6 団体が作成
（R3.2 月末現在） 
 
 
 
 
○ 防災マップを令和 3 年 3

月全戸配布予定 

○ 暮らしのガイドブックに掲載
している防災マップにより、転入
者に対して市内の災害危険箇所、
避難場所等を周知［継続］ 

 
○ 市民を対象に災害の基礎知識
と防災対策についての防災出前
講座を実施する。［継続］ 

 
○ 地域住民が主体となって、地域
の災害危険場所や避難所、避難経
路等を記した地図を作成し、防災
情報を共有することで、災害時の
速やかな避難行動の促進を目指
す。［継続］ 

 

察知する 

○ 防災出前講座、地域の防災訓練、市
ＨＰ等により「市安全・安心メール」
への登録を促進する。 

 
○ 防災出前講座・市 HP 等により「市安
全・安心メール」「尾道市公式 LINE」
への登録促進を継続 

 
○ 大雨や台風接近により、災害の発生
が見込まれる際に、気象情報や避難情
報等を伝達する。 

 
○ 市全体に迅速かつ確実に防災情報を
伝達するシステムを整備するため、送
配信局を整備し、希望者に対し、戸別
受信機を配布。 

○ 左記の取組を実施中 
・登録制メール登録者 6,602 
人（R3.1 月末現在） 

 
○ 左記の取組を実施 
・LINE 登録者が 31,545 
人（R3.1 月末現在） 
 
○ 左記の取組を実施中 
 
 
 
○ 左記の取組を実施中（令
和 3年 6 月頃希望者に無償
貸与予定） 

 

○ 防災出前講座、地域の防災訓
練、市ホームページ等により「市
安全・安心メール」「尾道市公式
LINE」「戸別受信機」「防災アプリ」
「ツイッター」等のいずれかの防
災情報伝達手段への登録を促進。
［継続］ 

 
○ 大雨や台風接近により、災害の
発生が見込まれる際に、気象情報
や避難情報等を伝達する。［継続］ 

 
○ 市全体に迅速かつ確実に防災
情報を伝達するため、希望者に対
し、戸別受信機を配布し避難情報
等を伝達する。［新規］ 

行動する 

○ 防災出前講座等で自助・共助の重要
性と自主的な避難行動の必要性を周知  

 
 
○ 避難行動要支援者名簿の作成・更新
を実施 

 
○ 避難行動の必要性の周知と避難行動
の実践を目的に市全域で一斉避難訓練
を実施した。 

 
○ 災害時に住民の避難を促すため、地
域が所有する身近な集会所等を地域の
避難所とすることにより、避難しやす
い環境作りを目指す。 

○ 取組を継続実施中 
・22 団体，845 名を対象に
実施（R3.2 月末現在） 
 
○ 左記の取組を実施中 
 
 
○ 台風の影響により中止 
 
 
 
○ 左記の取組を実施中 
・6 施設が地域の避難所とし
て市に登録（R3.2 月末現在） 

○ 防災出前講座等で自助・共助の
重要性と自主的な避難行動の必
要性を周知。［継続］ 

 
○ 避難行動要支援者名簿の作
成・更新を実施。［継続］ 

 
○ 避難行動の必要性の周知と避
難行動の実践を目的に市全域で
避難訓練を実施。［継続］ 

 
○ 災害時、住民の避難を促すた
め、地域が所有する身近な集会所
等を地域の避難所とすることに
より、避難しやすい環境作りを目
指す。［継続］ 

 
○ 災害時、住民に早めの避難を促
すため、日頃から付き合いのある
近隣住民同士で避難の呼びかけ
を開始するタイミングや呼びか
け方法などのルールを決めて、自
主防災組織が大雨災害に対して
効率的で効果的な呼びかけがで
きるよう推進する。［継続］ 
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学ぶ 

○ 地域住民を対象とした防災出前講座
を開催し、災害から身を守るために必
要な行動を周知 

 
 
○ ケーブルテレビやエフエムラジオに
出演し、災害に対する備えや避難方法
など、防災情報の周知 

 
○ 防災フェアを開催し、起震車体験・
消防梯子車搭乗体験・災害車両の展示
等を通じて防災意識の高揚を促進 

 
○ 防災リーダー育成講座を開催し、地
域の防災リーダーを育成 

 
 
 
○ 市民の参加により市全域で防災訓練
を実施し、市民の防災意識を高める。 

 
○ 防災士ネットワーク会員による意見
交換会を実施し、地域防災活動の情報
共有と取組みの契機づくりを行った。 

○ 取組を継続実施中 
・22 団体，845 名を対象に
実施（R3.2 月末現在） 
 
 
○ 左記の取組を実施中 
 
 
 
○ 新型コロナウイルス感染
症の影響により中止 

 
 
○ 年 2 回実施し，防災リー
ダーが 64 名増加（合計
400 名） 

 
 
○ 台風の影響により中止 
 
 
○ 広島気象台に講師を依頼

し、防災士ネットワーク
会員の研修会を実施。 

○ 地域住民を対象とした防災出
前講座を開催し、災害から身を守
るために必要な行動を周知。［継
続］ 

 
○ ケーブルテレビやエフエムラ
ジオに出演し、災害に対する備え
や避難方法など、防災情報の周
知。［継続］ 

 
 
 
 
○ 防災リーダー育成講座を開催
し、地域の防災リーダーを育成。
［継続］ 

 
 
○ 防災訓練を実施し、市民の防災
意識を高める。［継続］ 

 
○ 防災士ネットワーク会員によ
る意見交換会を実施し、地域防災
活動の情報共有と取組推進を行
う。［継続］ 

備える 

○ 全市一斉防災訓練をはじめ各地域の
防災訓練や複数回開催した防災出前講
座を通じて非常持出品や家具の転倒防
止等日頃からの備えを周知 

 
○ 防災リーダー育成講座を開催し、新
たな防災リーダーを認定 

 
 
○ 自主防災組織への防災資機材購入助
成を行い、災害時の共助体制を整備 

 
 
○ 地域で避難所運営訓練（クロスロー
ドゲーム）を実施し、地域でスムーズ
な避難所運営ができる体制をつくる。 

 ※新型コロナウイルス感染症対策を実
施できる訓練形式に変更して実施。 

 
○ 自主防災組織を結成していない自治
会等に対して、組織を結成してもらう
積極的な働きかけを実施。 

○ 左記の取組を実施 
 
 
 
 
○ 年 2 回実施し，防災リー
ダーが 64 名増加（合計
400 名） 

 
○ 1 団体が補助制度を活用
し，防災資機材を整備 
 
 
○ 地域や小中学校等で避難
所運営訓練や災害図上訓練
を実施。 

 
 
 
○ 左記の取組を実施中 

○ 防災訓練や防災出前講座を通
じて非常持出品や家具の転倒防
止等日頃からの備えを周知。 

 
 
○ 防災リーダー育成講座を開催
し、新たな防災リーダーを育成。 

 
 
○ 自主防災組織への防災資機材
購入助成を行い、災害時の共助体
制を整備。 

 
○ 地域で避難所運営訓練（HUG）
を実施し、地域でスムーズな避難
所運営ができる体制をつくる。 

 
 
○ 自主防災組織を結成していな
い自治会等に対して、組織を結成
してもらう積極的な働きかけを
実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学  

ぶ 
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【福山市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 地域等が行う出前講座に防災
リーダーを派遣し，地域の危険
箇所の周知や地域の状況に応じ
た避難方法などを周知 

 
 
 
○ 地域の防災リーダーを養成す
るため福山防災大学を実施 

 
 
○ 自治会・自主防災組織を対象
とした研修会を実施 

 
 
○ 災害別のハザードマップや備
蓄品等の情報を掲載した「防災
ガイドブック」についても引き
続き，転入者へ配付する。 

○ 地域等が行う出前講座に防災
リーダーを派遣し，地域の危険箇
所の周知や地域の状況に応じた
避難方法などを周知（2021 年 1 月
末までに 25 件の研修会等にリー
ダーを派遣） 

 
○ 2020 年度福山防災大学は新型
コロナウイルス感染症のため中
止 

 
○ 自治会・自主防災組織を対象
に，出水期へ備えての活動チェッ
クリストを送付 

 
○ 「防災ガイドブック」を転入者
へ配付 

 
○ 洪水ハザードマップの作成・周
知 

○ 地域等が行う出前講座に防災
リーダーを派遣し，地域の危険箇
所の周知や地域の状況に応じた避
難方法などを周知［継続］ 
 
 
 
○ 地域の防災リーダーを養成す
るため福山防災大学を実施［継
続］ 

 
○ 自治会・自主防災組織を対象
とした研修会を実施［継続］ 

 
 
○ 洪水ハザードマップの周知・
啓発［継続］ 

察知する 

○ 防災講座，出前講座等により，
避難行動の判断材料となる気象
情報，河川情報及び避難情報の
意味と，とるべき行動，並びに
情報の入手手段について周知 

 
○ 防災講座，出前講座等により，
防災情報メールの登録促進 

○ 防災講座，出前講座等により，
避難行動の判断材料となる気象
情報，河川情報及び避難情報の意
味や，とるべき行動，並びに情報
の入手手段について周知 

 
○ 防災講座，出前講座等により，
防災情報メールの登録促進。配信
エリアの細分化 

○ 防災講座，出前講座等により，
避難行動の判断材料となる気象
情報，河川情報及び避難情報の
意味と，とるべき行動，並びに
情報の入手手段について周知
［継続］ 

 
○ 防災講座，出前講座等により，
防災情報メールの登録促進［継
続］ 

行動する 

○ 総合防災訓練，避難訓練等に
より，適切な避難行動の確認な
どを促進（災害対応訓練，総合
防災訓練 11 月 22 日） 

 
○ 南海トラフ地震に備えて，地
震・津波から市民の生命・身体
を守るため，総合防災訓練（地
震・津波災害）を実施 

 
 
○ 防災講座，出前講座等で災害
から命を守るために必要な行動
（災害の種類に応じた自らの判
断による避難行動（垂直避難，
高台避難等））や，危険を感じた
時は，避難勧告等にかかわらず，
避難行動を行うことの周知 

 
○ 防災リーダー連絡協議会と連
携し，学区地区（避難）計画の
作成促進など，地域防災活動な
ど活性化を図る。 

○ 総合防災訓練，避難訓練等によ
り，適切な避難行動の確認などを
促進（災害対応訓練 5 月 20 日，
総合防災訓練 11 月 22 日） 

 
 
 
 
 
 
 
○ 防災講座，出前講座等で災害か
ら命を守るために必要な行動（災
害の種類に応じた自らの判断に
よる避難行動（垂直避難，高台避
難等）や，危険を感じた時は，避
難勧告等の有無にかかわらず，避
難行動を行うことを周知 

 
○ 防災リーダー連絡協議会と連
携し，学区地区（避難）計画の作
成など，地域防災活動の活性化を
促進。すべての学区（地区で計画
作成が完了（2020 年 12 月） 

○ 総合防災訓練，避難訓練等に
より，適切な避難行動の確認な
どを促進（災害対応訓練，総合
防災訓練2021年 11月 28日）［継
続］ 

 
○ 南海トラフ地震に備えて，地
震・津波から市民の生命・身体
を守るため，総合防災訓練（地
震・津波災害）を実施［継続］ 

 
○ 防災講座，出前講座等で災害
から命を守るために必要な行動
（災害の種類に応じた自らの判
断による避難行動（垂直避難，
高台避難等））や，危険を感じた
時は，避難勧告等にかかわらず，
避難行動を行うことの周知［継
続］ 

 
○ 防災リーダー連絡協議会と連
携し，地区防災計画の内容見直
しなど，地域防災活動など活性
化を図る。［継続］ 

学ぶ 

○ 自主防災組織，企業，学校等
を対象とした防災講座，出前講
座の実施 

 
○ 福山市防災ガイドブックを活
用した出前講座の実施 

○ 自主防災組織，企業，学校等を
対象とした防災講座，出前講座の
実施 

 
○ 福山市防災ガイドブックを活
用した出前講座の実施 

○ 自主防災組織，企業，学校等
を対象とした防災講座，出前講
座の実施［継続］ 

 
○ ハザードマップを活用した出
前講座の実施［継続］ 
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備える 

○ 防災講座，出前講座等により，
懐中電灯，着替え，常備薬など
の非常用持出品の備え及び消費
期限の確認の必要性を周知。 

 
 
 
○ 福山防災大学を開催し，防災
リーダーを養成 

 
 
○ 自主防災組織等への防災講
座，出前講座の実施 

○ 非常持出品の備え及び消費期
限の確認の必要性の周知に関し
ては，広報誌，テレビ・ラジオ，
防災リーダーの防災講座等で必
要性を周知 

 
 
○ 2020 年度福山防災大学は新型
コロナウイルス感染症のため中
止 

 
○ 自治会・自主防災組織を対象に
出水期に備えての活動チェック
リストを送付 

○ 防災講座，出前講座等により，
懐中電灯，着替え，常備薬など
の非常用持出品の備え及び消費
期限の確認の必要性を周知。［継
続］ 

 
 
○ 福山防災大学を開催し，防災
リーダーを養成［継続］ 

 
 
○ 自主防災組織等への防災講
座，出前講座の実施［継続］ 

 

 

 

 

【府中市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 洪水ハザードマップを作
成・周知（既存マップの更新） 

 
 
○ 避難所・避難場所に対応する
災害の種類を明記した看板の
設置 

○ 想定最大規模の洪水ハザードマ
ップを作成。 

 
 
○ 避難所・避難場所に対応する災
害の種類を明記した看板を設置。 

○ 土砂ハザードマップ及び洪
水ハザードマップの配布[継
続] 

 
○ 市広報誌で防災情報等の周
知[継続] 

察知する 

○ 避難行動要支援者等に確実
に避難情報を伝達するために、
一斉電話システムを導入する。 

 
○ 登録制メールの加入促進を
行う。 

○ 一斉電話システムを導入し、６
月から運用開始した。 

 
 
○ 市広報誌６月号（防災特集）及
び１月号で登録制メールの加入促
進を行った。 

○ 登録制メール及び一斉電話
システムの加入促進を行う[継
続] 

 
○ 避難情報の入手方法の周知
[継続] 

行動する 

○ 市全域で市民避難訓練を実
施する。 

 
○ 自主防災組織が実施する避
難、防災訓練等に対し、活動費
助成を行い、活動の活性化を図
る。 

 
 
 
 
○ 自主防災組織が実施する避難、
防災訓練等に対し、活動費の助成
を行い、活動の活性化を図った。 

○ 地域と連携した避難所運営
訓練の実施[新規] 

 
 
○ 自主防災組織が実施する避
難、防災訓練等に対し、活動費
助成を行い、活動の活性化を図
る[継続] 

学ぶ 

○ 防災シンポジウムを開催す
る。 

 
 
○ 出前講座を開催する。 
 
 
○ 防災リーダーを対象とした
スキルアップ研修会を開催す
る。 

 
 
 
 
○ 市や防災リーダーが地域に出向
いて、出前講座を４件実施した。 

 
○ 防災リーダーを対象としたスキ
ルアップ研修会を２回実施した。 

○ 地域住民を対象とした研修
会を開催し、マイ・タイムライ
ンの作成を支援[新規] 

 
○ 出前講座を開催する[継続] 
 
 
○ 防災リーダーを対象とした
スキルアップ研修会の開催[継
続] 

備える 

○ 自主防災組織への防災資機
材の購入助成を行い、共助の意
識を高める。 

 
○ 自主防災組織の活動を支援
するため、防災士の養成を図
る。 

○ 自主防災組織への防災資機材の
購入助成を行い、共助の意識を高
めた。 

○ 自主防災組織への防災資機
材の購入助成を行い、共助の意
識を高める[継続] 

 
○ 自主防災組織の活動を支援
するため、防災士の養成を図る
[継続] 
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【三次市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ハザードマップの Web 化によ

り，パソコン及びスマートフォ

ンで最新の土砂災害特別警戒区

域，土砂災害警戒区域，浸水想

定区域及び避難所情報等を閲覧 

○ ケーブルテレビで Web 版ハザー

ドマップを周知した。  

 

 

 

○ 自主防災組織に対し災害図上訓

練（ＤＩＧ）を実施して，各地域の

災害リスクの周知を図った。 

 

○ Web版ハザードマップのリンクか

ら内水ハザードマップ及びため池

ハザードマップの閲覧を可能にし

た。 

○ 三次市 Web 版ハザードマッ

プの活用を促進し，災害リス

ク等の情報を発信する。［継

続］ 

  

○ ＶＡＣＡＮを活用して避難

所のリアルタイムな混雑状況

の情報を発信する。［新規］ 

察知する 

○ 出前講座や防災フェア等を通

じて防災一斉メールや県防災

Web への登録についてチラシ配

布等による啓発を予定。また，

ＦＡＸによる防災一斉メール配

信を広報する 

 

○ ケーブルテレビ出演により防

災情報を発信・周知するととも

に音声告知放送及び市広報誌等

による防災情報を周知啓発する 

 

 

 

 

 

○ 音声告知放送を補完する情報

伝達の仕組みを検討する 

○ 出前講座により防災一斉メール，

防災アプリや県防災 Web への登録

について啓発した。 

 

 

 

 

 

 

○ ケーブルテレビや音声告知放送

及び市広報誌等により防災情報に

ついて周知・啓発した。 

  

○ 市で「考えようわが家の避難計

画」のチラシを作成して，各家庭に

全戸配布し，避難計画作成を通じて

自宅等の危険性等について把握す

るよう啓発した。 

 

○ 旧三次市内について，避難勧告及

び避難指示の発令の際に，既存のサ

イレンを吹鳴するよう運用を見直

した。 

○ 出前講座や防災フェア等を

通じて，市の防災一斉メール

や防災アプリ，県防災 Web へ

の登録について啓発する。［継

続］ 

 

 

 

○ ケーブルテレビ，音声告知

放送，ＳＮＳ及び市広報誌等

により防災情報の取得方法等

について啓発する。［継続］ 

 

行動する 

○ 自主防災組織による避難訓練

（避難所の開設・運営を想定し

た訓練），情報伝達訓練，炊き出

し訓練，消火訓練 

 

○ 避難行動要支援者の把握と，

個別支援計画策定に向けた支援

関係者間での枠組みの整備 

 

 

○ 避新型コロナウイルス等の感染

症に対応した避難所の開設・運営マ

ニュアルを作成し，自主防災組織に

よる訓練を支援した。 

 

○ 避難行動要支援者名簿に関する

条例（案）をＲ３．３月議会に提案

し，関係機関とともに個別支援計画

作成等による要支援者支援の取組

推進に着手した。 

○ 自主防災組織による避難所

の開設・運営訓練等を実施する。

［継続］ 
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○ 備蓄計画に基づく備蓄品の計

画的配備 

 

○ マイハザードマップによる防

災訓練，学習の確保 

 

 

 

 

 

○ 小中学校の生徒児童に対して，ひ

ろしまマイ・タイムラインを配布

し，家族とともに作成することによ

り，防災意識の向上を図った。 

 

○ 新型コロナ対策として，市民に対

し，早めの避難・分散避難を啓発し

た。 

 

○ 「広島県『みんなで減災』一斉地

震防災訓練」について，音声告知放

送，防災一斉メール等により市民に

周知し，参加を促した。 

 

 

 

 

 

○ ひろしまマイ・タイムライ

ンの作成により避難行動を促

進する。［新規］ 

 

 

 

 

 

 

○ 「広島県『みんなで減災』

一斉地震防災訓練」へ参加す

る。［継続］ 

 

学ぶ 

 

 

 

 

○ 地域や事業所，学校等に出向

いて出前講座 

 

 

 

○ 防災士ネットワークスキルア

ップ研修会を開催 

 

 

 

○ 自主防災組織役員，防災士を

対象とした研修会等の開催 

 

 

 

 

 

○ 地域や学校等に出向いて出前講

座を実施した。 

 

 

○ 防災士ネットワークスキルアッ

プ研修会を開催し，感染症に対応し

た避難所の開設・運営について学ん

だ。 

 

○ 自主防災組織代表者会議を開催

し，避難の呼びかけ体制づくり，避

難時の感染防止対策について共有

した。 

○ 大規模洪水を想定した訓練

の実施にあわせて，市民の防

災意識の向上を図る。［新規］ 

 

○ 地域や学校等に出向いて出

前講座，防災教育を実施する。

［継続］ 

 

○ 防災士を活用した地域にお

ける啓発活動を更に活性化す

る。［継続］ 

 

 

○ 自主防災組織代表者会議等

において，自主防災組織との

意識の共有を図り，連携を強

化する。［継続］ 

備える 

○ 出前講座や防災教室において

非常持出品の準備や備蓄品の確

保について，実物サンプル等を

用いて説明 

 

 

○ 自主防災組織において緊急連

絡網の確認や地域での要配慮者

の把握について協力連携を図る 

○ ケーブルテレビへの出演や出前

講座の実施により個人の非常持出

品の準備について，実物サンプル等

を用いて説明した。 

 

○ 自主防災組織に対して緊急連絡

網の確認や地域での要配慮者の把

握について要請した。 

○ ケーブルテレビや出前講座

を通じて，市民に対し，個人の

非常持出品の準備を呼びかけ

る。［継続］ 

 

○ 自主防災組織及び関係機関

と連携して，地域における要

支援者支援の取組を推進す

る。［新規］ 

 

 

 

 

 

 

 

行動する 
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【庄原市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 出前講座にてハザードマップ

や県防災 Web 等での危険箇所の

確認方法等の周知や，防災ハン

ドブック等の資料の配布 

 

 

○ 県が作成した，地震被害想

定・ため池浸水想定等について

出前講座等により周知 

 

 

 

○ ハザードマップの更新作業を

行い、該当地区へ各戸配布及び

市ホームページへの掲載 

○ 出前講座を通じて、ハザード

マップ等による危険箇所の確認

方法等について周知を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ハザードマップ更新作業中

（東城地域、高野地域、比和地

域） 

 →３月：対象地域住民へ各戸配

布予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ハザードマップ更新に係る該

当地区への各戸配布及び市ホー

ムページへの掲載［継続］ 

（備考）ハザードマップ更新地域 

  庄原地域、西城地域、口和地域 

 

○ 各種広報媒体等による危険箇

所の確認方法等、防災情報の入手

手段の周知［継続］ 

察知する 

○ 出前講座等にて避難情報や気

象情報，前兆現象などの意味に

ついて周知 

 

 

○ 県防災情報メールの周知や防

災 Web 等での情報収集等につい

て広報等により周知 

○ 出前講座を通じて、避難情報

や気象情報の意味と併せ、それ

ら情報の収集の手法について周

知を図った。 

 

 

 

 

 

○ 県防災情報メールの登録促進

［継続］ 

 

 

○ ＩＰ告知端末による避難情報

等の確実な情報伝達［新規］ 

行動する 

○ 出前講座にて，災害時の必要

な行動等について周知 

 

 

 

 

○ 総合防災訓練で住民の避難訓

練を実施 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者名簿の更新 

○ 出前講座を通じて、災害発生

時において取るべき行動等につ

いて周知を図った。 

 

 

 

○ 11月に「庄原市総合防災訓練」

を行い、地元住民参加のもと、

避難訓練及び避難所設営訓練を

実施した。 

○ 自主防災組織等が実施する訓

練への参加及び各種防災訓練の

実施［継続］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者名簿の更新

［継続］ 
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学ぶ 

○ 住民自治組織等を対象とした

出前講座を実施 

 

○ 市職員が地域で開催される防

災講演会への参加 

 

○ 広島県「自主防災組織による

避難を呼びかける体制づくり支

援事業」に参加 

 

○ 住民，防災関係機関等の参加

による総合防災訓練を実施 

○ 広島県と連携し「自主防災組

織による避難の呼びかけ体制づ

くり支援事業」を活用した取り

組みを随時実施した。 

○ 自主防災組織のほか、自治会、

学校等を対象とした出前講座の

実施［継続］ 

 

○ 県と連携した自主防災組織の

体制強化に係る事業の実施［継

続］ 

備える 

○ 出前講座，広報誌にて，非常

持出品等の備えについて周知 

 

 

 

○ 自主防災組織への補助金の交

付（防災活動，資機材整備事業） 

 

○ 自主防災組織育成研修会内容

を検討中 

 

○ 広島県「自主防災組織による

避難を呼びかける体制づくり支

援事業」を実施予定 

 

○ 避難行動要支援者名簿の更新 

 

○ 耐震診断・耐震改修の補助制

度について，市のホームページ

へ掲載 

○ 出前講座を通じて、非常持出

品等の備えについて周知を図っ

た。 

 

 

○ 市内自主防災組織からの申請

を踏まえ、補助金を交付した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 耐震診断・耐震改修の補助制

度については、市ホームページ

へ掲載済み。 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織に対する補助金

の交付（地域防災活動、防災資機

材整備）［継続］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 避難所における資機材・備蓄品

の計画的な整備・更新［新規］ 
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【大竹市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 住民（自主防災組織，自治会

含む）に対し，身の周りの災害

危険箇所，災害種別ごとの避難

場所や避難経路を知る重要性

を，出前講座や広報紙等で繰り

返し広報及び周知 

 

 

○ 市内学校を対象に，身の周り

の災害危険箇所，災害種別ごと

の避難場所や避難経路を知る

重要性等を含む出前講座を行

う 

 

 

 

 

 

○ 地域の防災の集いなどで，地

域独自のハザードマップ作成

の推進を継続 

 

 

 

○ 浸水深シール事業として，津

波浸水深シールを作成し市内

公共施設等に掲示する 

 

○ 防災啓発を目的として，希望のあ

った市内小中学校で備蓄食料につ

いての防災広報，チラシ等の配布，

アンケート，備蓄食料の配布を行っ

た 

 

 

 

○ 避難の呼びかけ体制づくりセミ

ナーを実施した 

 

○ 災害図上訓練・ワークショップを

実施した 

 

○ マイタイムラインの配布を行っ 

 た 

 

○ 防災に関するポスターの掲示，チ

ラシの配布を行った 

 

 

 

 

 

 

○ 津波浸水及び海抜表示を市内公

共施設や市営該当に設置を行う。 

○ 住民（自主防災組織，自治会

含む）に対し，身の周りの災害

危険箇所，災害種別ごとの避難

場所や避難経路を知る重要性

を，出前講座や広報紙等で繰り

返し広報及び周知［継続］ 

 

 

○ 市内学校を対象に，身の周り

の災害危険箇所，災害種別ごと

の避難場所や避難経路を知る重

要性等を含む出前講座を行う

［継続］ 

 

 

 

 

 

 

○ 地域の防災の集いなどで，地

域独自のハザードマップ作成の

推進を継続［継続］ 

察知する 

○ 行政防災無線や市の登録制

メール等について，住民の声を

反映させながら各種「情報収集

手段」の運用面を充実できるよ

う検討 

 

 

○ 災害時に避難所開設情報が

詳細に伝わるよう登録メール

や防災無線，市ＨＰなどに掲載

を継続する 

 

 

○ 防災行政無線のスピーカー

を高性能なものへ更新する 

○ 継続して実施している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 引き続き高性能スピーカーへの

更新を行っている 

○ 行政防災無線や市の登録制メ

ール等について，住民の声を反

映させながら各種「情報収集手

段」の運用面を充実できるよう

検討［継続］ 

 

 

○ 災害時に避難所開設情報が詳

細に伝わるよう登録メールや防

災無線，市ＨＰなどに掲載を継

続する［継続］ 

 

 

○ 防災行政無線のスピーカーを

高性能なものへ更新する［継続］ 
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行動する 

○ 避難方法や災害状況に応じ

た適切な行動，特に「屋内安全

確保」を重点的に広報紙等でＰ

Ｒ 

 

 

○ 県の一斉地震防災訓練併せ

て市民に安全行動 1，2，3のＰ

Ｒと訓練への参加をＨＰ・広報

等を通じて呼びかける 

 

 

○ 地震発生時の安全行動 1，2，

3 のＰＲ 

○ 県の一斉地震防災訓練併せて市

民に安全行動 1，2，3のＰＲと訓練

への参加をＨＰ・広報等を通じて呼

びかを行った 

○ 避難方法や災害状況に応じた

適切な行動，特に「屋内安全確

保」を重点的に広報紙等でＰＲ

［継続］ 

 

 

○ 県の一斉地震防災訓練併せて

市民に安全行動 1，2，3 のＰＲ

と訓練への参加をＨＰ・広報等

を通じて呼びかける［継続］ 

 

 

○ 地震発生時の安全行動 1，2，

3 のＰＲ［継続］ 

学ぶ 

○ 防災リーダー育成事業実施 

 

 

 

○ 自治会等で地域に即した学

習会を開催 

○ 避難の呼びかけ体制づくりセミ

ナーを実施した 

 

 

○ 災害図上訓練・ワークショップを

実施した 

○ 防災リーダー育成事業の実施

［継続］ 

 

○ 自治会等で地域に即した学習

会を実施［継続］ 

備える 

○ 当市の「地域防災計画」及び

「わがまちプラン」に掲げる，

災害時の「各家庭における備

蓄」「家具等の転倒防止策の実

施」を広報や出前講座などで周

知を図るとともに「避難行動要

支援者の支援，安否確認体制の

構築」を継続的に促進 

 

 

○ 自主防災組織への防災資機

材購入助成を行い，災害時の共

助体制を整備 

 

○ 市の備蓄計画を整理し、現状

に即して必要な備蓄の購入を

行う 

 

 

○ 国土強靭化地域計画を策定

する 

 

 

○ 避難所運営マニュアルを整

備していく 

○ 継続して実施している 

 

○ 防災啓発を目的として，希望のあ

った市内小中学校で備蓄食料につ

いての防災広報，チラシ等の配布，

アンケート，備蓄食料の配布を行っ

た 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市の備蓄計画を整理し，必要な備

蓄品の購入を行う 

 

 

 

○ 国土強靭化地域計画を策定して

いる 

○ 当市の「地域防災計画」及び

「わがまちプラン」に掲げる，

災害時の「各家庭における備蓄」

「家具等の転倒防止策の実施」

を広報や出前講座などで周知を

図るとともに「避難行動要支援

者の支援，安否確認体制の構築」

を継続的に促進［継続］ 

 

 

○ 自主防災組織への防災資機材

購入助成を行い，災害時の共助

体制を整備［継続］ 

 

○ 市の備蓄計画を整理し、現状

に即して必要な備蓄の購入を行

う［継続］ 

 

 

○ 国土強靭化地域計画を策定す

る［継続］ 

 

 

○ 避難所運営マニュアルを整備

していく［継続］ 
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【東広島市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 危機管理職員による出前講

座を実施する。 

 

 

 

○ 警戒区域等の危険区域の把

握方法を出前講座等で周知す

る。 

 

 

○ 市広報紙で防災関連特集を

掲載する。 

 

 

 

 

○ ハザードマップの改訂・配

布 

○ 危機管理職員による出前

講座を 17回実施した。 

 

 

 

○ 出前講座で周知した。 

 

 

 

 

○ ６月広報誌に掲載した。 

 

 

 

 

 

○ ハザードマップ改訂作業

中、R3 年度出水期までに配

布 

 

 

 

 

○ 危機管理職員による出前

講座を実施する。［継続］ 

 

 

 

○ 警戒区域等の危険区域の

把握方法を出前講座等で周

知する。［継続］ 

 

 

○ 市広報紙で防災関連特集を

掲載する。［継続］ 

 

 

 

 

○ ハザードマップの配布［継

続］ 

察知する 

○ 出前講座等を通じて、市防

災メールの登録促進，緊急告

知ラジオの販売促進を行う。 

 

 

 

 

○ インターネット、スマート

フォンで見られる気象情報等

について、出前講座等を通じ

て紹介する。 

○ 広報紙、出前講座等あら

ゆる機会を通じ普及活動を

行った。 

 

 

 

 

○ 出前講座を通じて紹介し 

た。 

○ 出前講座等を通じて、市防

災メールの登録促進，緊急告

知ラジオの販売促進を行う。

［継続］ 

 

 

 

○ インターネット、スマート

フォンで見られる気象情報

等について、出前講座等を通

じて紹介する。［継続］ 

 

 

 

行動する 

○ 防災の啓発冊子を作成す

る。 

 

○ 防災啓発冊子や防災 DVD

を購入し、啓発活動を行っ

た。 

○ 防災の啓発冊子や防災DVD

を購入し、防災の啓発活動を

行う。［継続］ 
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学ぶ 

○ 防災講座を実施する。 

 

 

○ 防災活動リーダー養成講座

を行う。 

 

 

 

○ 総合防災訓練を実施する。 

 

 

 

○ 職員を対象とした防災研修

会を実施する。 

 

 

○ ＨＵＧを実施する。（社会福

祉協議会へ委託） 

 

 

○ 防災アドバイザーの派遣 

○ R3 年 3 月実施予定 

 

 

○ 新型コロナウイルス感染

症の影響により中止した。 

 

 

 

○ 新型コロナウイルス感染

症の影響により中止した。 

 

 

○ R2 年 4 月に実施した。 

 

 

 

○ 年 12 回実施した。 

 

 

 

○ 防災アドバイザーを派遣

し、防災まちあるき等実施

した。 

○ 防災講座を実施する。［継

続］ 

 

 

○ 防災活動リーダー養成講

座を行う。［継続］ 

 

 

○ 総合防災訓練を実施する。

［継続］ 

 

 

○ 職員を対象とした防災研

修会を実施する。［継続］ 

 

 

○ ＨＵＧを実施する。（社会

福祉協議会へ委託）［継続］ 

 

 

○ 防災アドバイザーの派遣

［継続］ 

 

 

○ 防災リーダーのフォロー

アップ研修を行う。［新規］ 

 

 

備える 

○ 作製した啓発冊子等の配布

や出前講座等を通じ紹介す

る。 

 

○ 講座・啓発冊子等の配布や

出前講座を通じ家具の耐震固

定を啓発する。 

 

○ 啓発用冊子等の配布や出

前講座等を通じ紹介。 

 

 

○ 啓発用冊子等の配布や出

前講座等を通じ紹介。 

○ 啓発冊子等の配布や出前

講座等を通じ紹介する。［継

続］ 

 

○ 講座・啓発冊子等の配布や

出前講座を通じ家具の耐震

固定を啓発する。［継続］ 
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【廿日市市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 地域防災相談員により、サロ

ンや自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実施す

る。 

 

○ 市民図書館に防災月間期間

中、防災図書ＰＲブースを設置

する。 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。 

 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行う。 

 

○ 地域防災相談員により、地域

の自主防災活動を支援し、市民

からの防災に関する相談に対応

する。 

 

 

○ コミュニティ単位の土砂災害

ハザードマップを作成する。（地

域住民と一緒に避難路や避難先

を検討しながら、ワークショッ

プによりハザードマップを作成

する。） 

 

 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施した。 

 

 

 

 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載し

た。 

 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行った。 

 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、地域の自主防災活

動を支援し、市民からの防災に

関する相談に対応した。 

 

 

○ コミュニティ単位の土砂災害

ハザードマップを作成した。（地

域住民と一緒に避難路や避難先

を検討しながら、ワークショッ

プによりハザードマップを作成

した。） 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。［継続］ 

 

 

 

 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。［継続］ 

 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行う。［継続］ 

 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、地域の自主防災活

動を支援し、市民からの防災に

関する相談に対応する。［継続］ 
 

○ コミュニティ単位の土砂災害

ハザードマップを作成する。（地

域住民と一緒に避難路や避難先

を検討しながら、ワークショッ

プによりハザードマップを作成

する。）［継続］ 

察知する 

○ 地域防災相談員により、サロ

ンや自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実施す

る。 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知する。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し，助言や相談などによる支援

を行う。 

 

 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施した。 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知した。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し，助言や相談などによる支援

を行った。 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。［継続］ 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知する。［継続］ 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し，助言や相談などによる支援

を行う。［継続］ 

行動する 

○ 地域防災相談員により、サロ

ンや自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実施す

る。 

 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施した。 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。［継続］ 
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学ぶ 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。 

 

○ 地域防災相談員により、サロ

ンや自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実施す

る。 

 

○ 市内の自主防災組織（28 組織）

が参加する防災情報交換会を開

催し，組織間での情報共有や意

識啓発をすすめる。 

 

○ 小学校・保育園の合同避難訓

練の実施 

・地御前地区の小学校と保育園

が連携し、あらかじめ決めて

いる避難場所への避難訓練を

行う。 

 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の継続

実施 

  （地域内で開催する事業に「防

災」を絡めて年間シリーズ化す

ることで，地域づくりが防災の

取組につながる自然な循環を作

る。） 

 

○ 廿日市市防災士養成事業の実 

 施 

近年の集中豪雨や地震など頻

発する自然災害に対し、市民の

防災意識と地域の防災力強化を

図るため、市内を会場として防

災士の養成研修を実施する。 

  また、養成された防災士に対

しフォローアップ研修を行う。 

 

○ 小学校・中学校での防災教育

災害時に、児童・生徒一人ひと

りが備えや安全な行動等を認識

し、自分の命は自分で守る力を

身に付けさせる。 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載し

た。 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行った。 

 

 

○ 講演形式で自主防災組織を対

象に「自主防災組織による避難

の呼びかけ体制づくり」セミナ

ーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の継続

実施 

  （地域内で開催する事業に「防

災」を絡めて年間シリーズ化す

ることで，地域づくりが防災の

取組につながる自然な循環を作

った。） 

 

○ 廿日市市防災士養成事業の実

施 

近年の集中豪雨や地震など頻

発する自然災害に対し、市民の

防災意識と地域の防災力強化を

図るため、防災士に対しフォロ

ーアップ研修を行った。 

 

 

 

○ 小学校・中学校での防災教育

災害時に、児童・生徒一人ひと

りが備えや安全な行動等を認識

し、自分の命は自分で守る力を

身に付けさせた。 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。［継続］ 

 

○ 地域が行う防災訓練等に対

し、助言や相談などによる支援

を行う。［継続］ 

 

 

○ 市内の自主防災組織（28 組

織）が参加する防災情報交換会

を開催し，組織間での情報共有

や意識啓発をすすめる。［継続］ 
 

○ 小学校・保育園の合同避難訓

練の実施［継続］ 

・地御前地区の小学校と保育園

が連携し、あらかじめ決めて

いる避難場所への避難訓練を

行う。 

 

○ ｢チャレンジぼうさい｣の継続

実施［継続］ 

  （地域内で開催する事業に「防

災」を絡めて年間シリーズ化す

ることで，地域づくりが防災の

取組につながる自然な循環を作

る。） 

 

○ 廿日市市防災士養成事業の実

施［継続］ 

近年の集中豪雨や地震など頻

発する自然災害に対し、市民の

防災意識と地域の防災力強化を

図るため、市内を会場として防

災士の養成研修を実施する。 

  また、養成された防災士に対

しフォローアップ研修を行う。 

 

○ 小学校・中学校での防災教育

災害時に、児童・生徒一人ひと

りが備えや安全な行動等を認識

し、自分の命は自分で守る力を

身に付けさせる。［継続］ 

備える 

○ 地域防災相談員により、サロ

ンや自主防災組織など様々な団

体に対し、出前トークを実施す

る。 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知する。 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施した。 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知した。 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載し

た。 

○ 防災の専門的な知識を有した

職員により、サロンや自主防災

組織など様々な団体に対し、出

前トークを実施する。［継続］ 

 

○ 市ホームページ、市広報紙、

出前トーク、土砂災害ハザード

マップ作成のためのワークショ

ップ、防災イベントなどで登録

制防災メール「はつかいちし安

全・安心メール」登録について

啓発・周知する。［継続］ 

 

○ 市広報紙に啓発記事を掲載す

る。［継続］ 
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【安芸高田市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ ハザードマップの市ＨＰ掲

載内容の更新 

 

 

 

○ ハザードマップ（紙面）を

市内全各戸に配布 

 

 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練に危機管理課職員を派遣 

  

○ 土砂災害警戒区域、土砂災害

特別警戒区域、江の川浸水想定

区域、避難所のデータ更新を行

った。 

 

○ 冊子版の洪水・土砂災害ハザ

ードマップを市内全各戸に配布

している。 

 

○ R3 年 2 月末現在で、自主防災

組織主催の防災訓練等に危機管

理課職員を 5回派遣している。 

 

○ 広報７月号で防災関連特集を

掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 自主防災組織主催の防災

訓練に危機管理課職員を派

遣［継続］ 

 

○ 市広報紙で防災関連特集

を掲載［継続］ 

察知する 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練を支援 

 

 

 

 

○ お太助フォン及びＬＩＮＥ

を通じた避難情報の周知 

（安芸高田市公式 LINE を開設

し、令和 2年 5月 27 日から運

用開始） 

○ R3 年 2 月末現在で、自主防災

組織主催の防災訓練 4件に対

し、14,572 円の補助金を交付し

ている。 

 

 

○ R3 年 2 月末現在で、避難勧告

1件をお太助フォン及びＬＩＮ

Ｅで広報した。 

○ 自主防災組織主催の防災

訓練を支援［継続］ 

 

 

 

 

○ お太助フォン及びＬＩＮ

Ｅを通じた避難情報の周知

［継続］ 

行動する 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練を支援 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者の把握，

避難支援 

・同意者名簿を更新し、避難

支援等関係者に提供する 

・個別計画の作成を促進する 

○ R3 年 2 月末現在で、自主防災

組織主催の防災訓練 4件に対

し、14,572 円の補助金を交付し

ている。 

 

 

○ 8月と 11月に新規対象者に対

し通知を送付した。また、平成

30 年 3 月以前に通知し、自力避

難可能・同意しない・未回答の

方へ再度通知を送付した。 

 

 

○ R3年 2月 4日時点で同意者名

簿を更新し、２月以降に避難支

援等関係者へ順次提供してい

く。 

 

○ 自主防災組織主催の防災

訓練を支援［継続］ 

 

 

 

 

○ 避難行動要支援者の把握，

避難支援［継続］ 

・同意者名簿を更新し、避難

支援等関係者に提供する  

・個別計画の作成を促進する 
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学ぶ 

○ 自主防災組織主催の防災訓

練に，消防署員や消防団員を

派遣 

 

 

○ 防災訓練の開催 

・市主催の避難訓練を実施す

る 

・J-ALERT による緊急地震速報

訓練で、自主防災組織や市

民に安全行動 1-2-3 の実施

を呼びかける 

 

 

○ 広島県防災アドバイザーの

派遣依頼 

・広島県防災アドバイザーに

派遣依頼し、自主防災組織

の活性化を図る。 

○ 自主防災組織主催の防災訓練

に、消防署員を 1回派遣してい

る。 

 

 

○ コロナの影響で、避難訓練は

実施できなかった。 

 

○ R2.11.5 の J-ALERT による緊

急地震速報訓練について、自主

防災組織や市民に安全行動

1-2-3 の実施を呼びかけた。 

 

 

○ 派遣依頼なし 

○ 自主防災組織主催の防災

訓練に，消防署員や消防団員

を派遣［継続］ 

 

 

○ 防災訓練の開催 

・市主催の避難訓練を実施す

る［継続］ 

・J-ALERT による緊急地震速

報訓練で、自主防災組織や市

民に安全行動 1-2-3 の実施

を呼びかける 

 

 

○ 広島県防災アドバイザー

の派遣依頼［継続］ 

・広島県防災アドバイザーに

派遣依頼し、自主防災組織の

活性化を図る。 

 

備える 

○ 自主防災組織未結成地区の会

議において，解消に向けた防災

講演会を実施 

 

 

 

○ 自主防災組織連絡会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災リーダー養成講座の開催 

○ 自主防災組織未結成地区にお

いて、１件の新規結成があった。 

 

 

 

○ R2.10.24に自主防災組織連絡

会の開催にあわせて、避難の呼

びかけ体制づくりセミナーを開

催した。 

 

 

 

 

○ コロナの影響で、防災リーダ

ー養成講座は開催できなかっ

た。 

 

○ 防災士資格取得の助成を行

い、防災士 1名を養成した。 

○ 自主防災組織における避

難の呼びかけ体制を構築す

るための防災講演会・研修会

等の開催［新規］ 

 

○ 自主防災組織未結成地区

の会議において，解消に向け

た防災講演会を実施［継続］ 

 

○ 自主防災組織連絡会の開

催［継続］ 

 

 

○ 防災リーダー養成講座の

開催［継続］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



－27－ 

【江田島市】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 市内出前講座による，市民へ

の防災情報の周知 

 

○ 市広報紙による防災情報の掲

載により市民に広く情報を発信 

 

 

○ 防災リーダーニュース紙によ

る防災情報を発信（6 月・9 月・

12 月・3 月） 

 

○ web 版ハザードマップの更新 

○ 市内出前講座による，市民へ

の防災情報の周知 

 

○ 市広報紙による防災情報の掲

載により市民に広く情報を発信 

 

 

○ 防災リーダーニュース紙によ

る防災情報を発信（6月・10 月・

12 月） 

 

○令和 3 年度更新予定 

 

○ 市内出前講座による，市民へ

の防災情報の周知［継続］ 

 

○ 市広報紙による防災情報の掲

載により市民に広く情報を発信

［継続］ 

 

○ 防災リーダーニュース紙によ

る防災情報を発信（6 月・9 月・

12 月・3 月）［継続］ 

 

○ web 版ハザードマップの更新

［継続］ 

察知する 

○ 市民への防災情報電話・FAX・

メール等で情報発信 

○ 市民への防災情報電話・FAX・

メール等で情報発信 

○ ［継続］市民への防災情報電

話・FAX・メール等で情報発信 

 

○ 避難アプリの導入［新規］ 

行動する 

○ 出前講座を通し，町なか・家

なか訓練を実施し，屋外，屋内

での防災対策を広く市民に周知 

 

 

○ 各自治会で行われる実働を伴

う防災訓練を支援 

 

○ 出前講座と合わせて自治会の

防災訓練を支援 

 

○ 江田島市総合防災訓練への自

治会等の参加 

○ 出前講座を通し，町なか・家

なか訓練を実施し，屋外，屋内

での防災対策を広く市民に周知 

 

 

○ 各自治会で行われる実働を伴

う防災訓練を支援 

 

○ 出前講座と合わせて自治会の

防災訓練を支援 

 

○ 訓練中止 

○ 出前講座を通し，町なか・家

なか訓練を実施し，屋外，屋内

での防災対策を広く市民に周知

［継続］ 

 

○ 各自治会で行われる実働を伴

う防災訓練を支援［継続］ 

 

○ 出前講座と合わせて自治会の

防災訓練を支援［継続］ 

 

○ 江田島市総合防災訓練への自

治会等の参加［継続］ 

学ぶ 

○ 出前講座を通しての防災につ

いての知識・技術を広く市民に

周知 

 

○ 地域防災リーダー連絡会を実

施（各地域の防災リーダーによ

る意見交換や事例等を発表し，

情報の共有化・学習を行い，地

域での防災活動に役立てる。） 

 

 

○ 防災リーダー研修会（既存の

リーダー対象）の実施 

○ 出前講座を通し，防災につい

ての知識・技術を広く市民に周

知 

 

○ 地域防災リーダー連絡会及び

自主防災教室を開催（各地域の

防災リーダーによる意見交換や

事例等を発表し，情報の共有

化・学習を行い，地域での防災

活動に役立てる。）（5/25・12/7） 

 

○ 防災リーダー研修会（既存の

リーダー対象）の実施（12/5） 

○ 出前講座を通しての防災につ

いての知識・技術を広く市民に

周知［継続］ 

 

○ 地域防災リーダー連絡会を実

施（各地域の防災リーダーによ

る意見交換や事例等を発表し，

情報の共有化・学習を行い，地

域での防災活動に役立てる。）

［継続］ 

 

○ 防災リーダー研修会（既存の

リーダー対象）の実施［継続］ 

備える 

○ 防災リーダー育成研修会を開

き，新規のリーダーを育成 

 

○ 防災倉庫（プレハブ型）を設

置し，災害時の備蓄場所の確保

（市内 7 箇所に設置） 

 

○ 避難所環境充実に向けた資機

材の配備 

 

○ 防災協力事業所登録の推進 

○ 中止 

 

 

○ 防災倉庫（プレハブ型）を設

置し，災害時の備蓄場所の確保

（市内 7 箇所に設置） 

 

○ 避難所環境充実に向けた資機

材の配備 

 

○ 防災協力事業所登録の推進 

○ 防災リーダー育成研修会を開

き，新規のリーダーを育成［継

続］ 

 

 

 

 

○ 避難所環境充実に向けた工事

の実施（トイレ・倉庫）［継続］ 

 

○ 防災協力事業所登録の推進

［継続］ 
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【府中町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 防災出前講座や広報誌、ホーム

ページ等を活用し、災害リスクや

住民がとるべき避難行動等につ

いて周知を図る。 

 

 

○ 令和元年度末に作成した総合

防災マップの広報・周知を図る。 

 

○ 地域の実情に合わせ、災害リス

クや避難行動について周知を図

った。 

 

 

 

○ ホームページ等にて広報する

とともに、転入者への配布を行っ

た。 

○ 防災出前講座や広報誌、ホ

ームページ等を活用し、災害

リスクや住民がとるべき避難

行動等について周知を図る。

［継続］ 

察知する 

○ 気象情報や防災情報の確実な

取得についての広報・周知を図

る。 

 

○ 町で整備している情報取得手

段について、出前講座や広報誌等

にて制度の周知や登録の促進を

行い、防災情報の確実な取得を促

した。 

○ 気象情報や防災情報の確実

な取得についての広報・周知

を図る。［継続］ 

行動する 

○ 土砂災害や浸水等、地域の実情

に合わせた防災訓練を実施し、住

民の避難行動についての意識や、

防災に関する知識・意識の向上を

図る。 

 

○ 新型コロナ感染拡大の影響に

より、訓練は中止 

○ 土砂災害や浸水等、地域の

実情に合わせた防災訓練を実

施し、住民の避難行動につい

ての意識や、防災に関する知

識・意識の向上を図る。［継続］ 

学ぶ 

○ 小中学校を対象とした防災授

業や体験学習を実施する。 

 

 

○ 自主防災組織等各種団体を対

象に出前講座を実施する。 

 

 

○ 防災リーダーの育成・指導を行

う。 

 

○ 町内小学校の防災授業を通じ

て、防災に係る知識・関心の向上

に努めた。 

 

○ 自主防災組織等を対象に、出前

講座を 2 回実施した。 

 

 

○ 広島市防災士養成講座に6名が

受講し、全員合格した。 

 

○ 自主防災組織の会長を対象に、

避難行動に関するセミナーを開

催した。 

○ 小中学校を対象とした防災

授業や体験学習を実施する。

［継続］ 

 

○ 自主防災組織等各種団体を

対象に出前講座を実施する。

［継続］ 

 

○ 防災リーダーの育成・指導

を行う。［継続］ 

 

備える 

 

○ 自主防災組織結成の促進を行

う。 

 

 

○ 自主防災組織の活動支援を行

う。 

 

 

○ 災害協定機関との連携強化を

図る。 

 

○ 自主防災組織における防災活

動や資機材の整備に対する補助

を行った。（4団体 880,000 円） 

 

 

 

 

 

○ 町内建設業者 13 社と応援協定

を締結した。民間事業者と新たに

福祉避難所として使用する協定

を結んだ。 

○ 自主防災組織結成の促進を

行う。［継続］ 

 

 

○ 自主防災組織の活動支援を

行う。［継続］ 

 

 

○ 災害協定機関との連携強化

を図る。［継続］ 
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【海田町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 広報誌，町ホームページ，

チラシ等を活用し，避難勧告

等避難に関する情報につい

て，発令の目的，住民がとる

べき行動について具体的に

周知する。 

○ 住民の円滑な警戒避難体制の

確保に必要となる情報につい

て，広報誌，ホームページ，SNS，

スマートフォンアプリ等複数の

媒体を活用し，周知・啓発を行

った。 

○ 広報誌，ホームページ，SNS 等を

活用し，避難に関する情報について，

発令の目的，住民がとるべき行動に

ついて具体的に周知・啓発を図る。

［継続］ 

 

○ 今後修正が予定されている避難情

報（警戒レベル）について，情報の

意味，住民がとるべき行動について，

年度当初から周知・啓発を図り，住

民への浸透を図る。［新規］ 

 

○ ハザードマップの配布（既存のマ

ップの更新：津波，洪水／新規作成：

内水）により災害危険箇所及び地域

における災害リスクの周知を図る。

［新規］ 

察知する 

○ 気象情報，避難に関する情

報等，災害に関する情報等の

防災情報メール・電話を始

め，災害情報の収集に関する

手段について，周知・啓発を

実施する。 

 

 

 

○ 防災ライブカメラ・気象観

測装置の適切な運用を実施

し，住民自身が早期に避難行

動を開始するための適切な

情報提供に努める。 

○ 各種情報の入手手段につい

て，様々な媒体を活用し，周知・

啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

○ 防災ライブカメラ・気象観測

装置を適切に管理・運用し，早

期の避難行動開始等住民の円滑

な警戒避難体制の確保に必要と

なる情報の提供に努めた。 

○ 町が整備する情報伝達手段及び住

民が活用可能な情報入手手段につい

て周知・啓発を図る。［継続］ 

 

○ 防災教育・出前講座等において，

パソコン・スマートフォン等による

情報入手の方法について周知を図

る。［新規］ 

 

○ 防災ライブカメラの追加設置を行

い，危険箇所における監視体制を強

化するとともに，撮影データを住民

へ提供することにより住民自身の円

滑な警戒避難体制の確保の強化を図

る。［継続］ 

 

○ 情報伝達手段の多言語化を図り，

外国人の防災情報メールサービス登

録数の増加を図る。［継続］ 

行動する 

○ 総合防災訓練を実施し，住

民に対する防災・減災意識の

高揚・啓発を図る。 

 

 

○ 各自治会・自主防災組織と

協同し，災害の発生に備えた

平素からの準備（避難場所の

確保，組織内における連絡体

制の整備等）を進める。 

 

 

○ 消防団と協同し，災害発生

時における迅速な対応が実

施できるよう，平素からの準

備（車両等装備品の適切な維

持管理等）を進める。 

○ 各自治会・自主防災組織と協

同し，防災訓練の実施や資機材

の整備等，平素から災害の発生

に向けた準備を進めた。 

 

○ 消防団と協同し，消防車両の

整備（購入から相当年度が経過

した車両の更新），資機材の適切

な管理及び消火栓設備の点検・

修繕等を実施した。 

○ 自治会・自主防災組織等を対象と

した出前講座等において，「マイ・タ

イムライン」の作成に関する講話を

実施する。［新規］ 

 

○ 気象状況の変動や災害の発生が予

想される場合などにおいて，事前に

町職員に対し情報を提供するととも

に，備えを進めるよう促す。［継続］ 

 

 

 

○ 町職員に「チェックリスト」（避難

場所，情報入手手段，各家庭におけ

る備蓄や避難に関するルールの確認

等）を作成させ，平素から災害発生

に向けた準備を進めるよう促す。［継

続］ 
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学ぶ 

○ 職員を対象とした防災講

話・訓練を実施し，防災・減

災に関する意識の醸成及び

災害発生時における対応力

の強化に努める。 

 

○ 住民を対象とした防災に

関する講話の実施について，

外部から講師を招聘するな

ど，その充実化を図る。 

 

 

○ 地域防災力の向上，自主防

災組織の編成や活発な活動

を促進するため，自主防災リ

ーダー育成事業の継続的な

実施と内容の充実を図る。 

○ 職員を対象とした訓練・講話

を実施し，防災・減災に関する

意識の醸成及び災害発生時にお

ける対応力の強化に努めた。 

 

 

○ 住民を対象とした防災講話

（自主防災リーダー養成研修

等）において，外部から講師を

招聘する等，実施内容の充実を

図った。 

 

○ 地域防災力の向上を目標と

し，自主防災組織の編成・強化，

自主防災リーダー育成事業の継

続的な実施と内容の充実を図っ

た。 

○ 自治会・自主防災組織，小・中学

校等を対象とした防災講話，出前講

座を実施する。［継続］ 

 

○ 公民館等での教室や講座の機会を

活用し，防災講話・出前講座を実施

する。［継続］ 

 

○ 自主防災組織単位での防災訓練の

実施を促進する。［継続］ 

 

○ 住民，企業，防災関係機関等の参

加による総合防災訓練を実施する。

［継続］ 

備える 

○ 町主催行事や各自治会・自

主防災組織を対象とした出

前講座等の機会を活用し，各

家庭において実践すべき平

素からの備えについて，実践

例等を踏まえながらより具

体的に周知・啓発を行う。 

 

○ 備蓄に関し，民間企業等と

の協定締結の推進等を含め，

災害発生時において適切か

つ迅速な対応が実施できる

よう，準備を進める。 

 

○ 地域防災計画を始めとし

て，防災施策に関する各種計

画，マニュアル，ハザードマ

ップ等について随時見直し

を行い，適切な更新・整備を

図る。 

 

○ 避難所運営業務の円滑化

を目的として，タブレットを

導入するとともに，職員の習

熟に努める。 

○ 各家庭において実践すべき平

素からの備えについて，町主催

行事や各自治会・自主防災組織

を対象とした出前講座等の機会

を活用し，周知・啓発を行った。 

 

 

 

○ 民間企業等との協定締結を推

進し，災害時における緊急避難

場所の確保や物資等，防災・減

災体制の強化を図った。 

 

 

○ 防災施策に関する各種計画，

ハザードマップ等について，適

切な更新・整備を実施した。 

 

 

 

 

○ 避難所運営業務の円滑化及び

正確かつ迅速な情報共有の実施

を目的として，タブレット端末

を導入した。 

 

○ 災害対応実施時，円滑な情報

共有，各種データの適切な整理

等災害対策本部運営業務の円滑

化を図ることを目的として，マ

ルチモニターシステムを整備し

た。 

○ 地域防災力の向上を目指し，自主

防災組織の新規結成や既存団体の活

性化を促進するため，自主防災リー

ダー育成事業の継続的な実施と内容

の充実を図る。［継続］ 

 

○ 出前講座等において，町が整備す

る備蓄物資の紹介，消費期限の到来

が近づいた物資の提供等を行い，各

家庭における備えの参考としていた

だく。［継続］ 

 

○ 県が実施する「備えるフェア」等

の事業を周知し，防災・減災の備え

をより身近なこととして捉える意識

付けを行う。［継続］ 
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【熊野町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 広報誌，町ホームページを

利用した災害危険箇所の周知

及び出水期前の注意喚起を実

施する。 

 

 

○ 災害の教訓などを後世に継

承するため、平成 30年 7月豪

雨の被災誌を作成する。 

 

 

 

 

 

○ 防災フェアを開催し、災害

や防災・減災施策への理解を

深め、自助・共助の意識の醸

成をはかる。 

○ 新型コロナウイルス感染症

対策を踏まえた避難方法につ

いて広報で周知（6月号） 

 

 

 

○ ペット同行の避難方法や、車

中泊の方法等についてチラシ

を配布（5,6,7 月） 

 

○ 平成 30 年 7 月豪雨被災誌の

作成（R3年 3月完成予定）。 

 

 

○ 防災フェアについては、新型

コロナウイルス感染拡大を懸

念し延期（実施時期未定）。 

 

 

○ 防災減災まちづくり条例の

施行及びパンフレットの作

成・配布（9月） 

 

 

○ 広報誌，町ホームページを

利用した災害危険箇所の周知

及び出水期前の注意喚起を実

施する。［継続］ 

 

 

○ 全町版の土砂災害ハザード

マップ及び最新の浸水想定区

域を反映させた洪水ハザード

マップを作成し、住民に危険

箇所の周知を図る。［新規］ 

 

察知する 

○ 気象情報・避難情報の入手

方法について、引き続きＨＰ

等で周知を行う。 

 

 

○ 防災行政無線を更新し、住

民が子局スピーカーやメール

のほか、電話、ＦＡＸ、アプ

リ等で防災情報を受け取るこ

とのできる仕組みを整える。 

 

 

 

 

 

 

○ 熊野町の避難情報の発令や

避難所開設の状況等を閲覧す

ることのできる町独自の防災

ポータルサイトを整備する。 

○ 新型コロナウイルス感染症

対策を踏まえた避難方法につ

いて広報で周知（6月号） 

 

 

○ 防災行政無線のデジタル化

に併せ、新たな防災情報の入手

手段（防災アプリ、登録制メー

ル、電話、ＦＡＸ、ＳＮＳ）を

整備 

 

 

○ 防災情報の入手方法につい

て、チラシを配布（9月） 

 

 

○ 熊野町の避難情報の発令や

避難所開設の状況等を閲覧す

ることのできる町独自の防災

ポータルサイトを整備（R3 年 3

月完成予定）。 

 

 

 

○ 気象情報・避難情報の入手

方法について、引き続きＨＰ

等で周知を行う。［継続］ 
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行動する 

○ 自主防災組織に対し、避難

訓練などの運営支援を行い、

地域の防災力を強化する。 

 

○ 避難訓練の運営支援（1団体） 

 

 

○ 自主防災組織の運営支援と

して、避難の呼びかけ体制づく

り等を支援（1団体） 

○ 自主防災組織に対し、避難

訓練などの運営支援を行い、

地域の防災力を強化する。［継

続］ 

 

 

○ 避難所誘導看板を設置し、

緊急時における住民の円滑な

避難行動を促す。［新規］ 

 

学ぶ 

○ 出前講座を実施し、住民の

防災への関心を高める。 

 

 

 

 

 

○ 住民の防災士養成講座への

参加を通じて、町内の防災リ

ーダーを増加させる。 

 

○ 防災・減災まちづくり会議

の開催 

○ 住民及び町内学校、事業者を

対象とした出前講座の実施（5

件） 

 

○ 自主防災組織育成研修会の

開催（1団体） 

 

○ 参加を予定していた広島市

防災士養成講座については R3

年度に延期 

 

○ 防災・減災まちづくり会議の

実施（全 7回） 

○ 出前講座を実施し、住民の

防災への関心を高める。［継

続］ 

 

 

 

 

○ 住民の防災士養成講座への

参加を通じて、町内の防災リ

ーダーを増加させる。［継続］ 

 

○ 防災・減災まちづくり会議

を開催し、町と町民の協働に

より防災・減災への取り組み

を推進する。［継続］ 

備える 

○ 自主防災組織の設立支援を

行い、地域の防災力を向上さ

せる。 

 

○ 自主防災組織の補助金につ

いて周知し、積極的な活用を

促す。 

 

○ 指定避難所、指定避難場所

及び一時避難場所などの整備

を推進する。 

 

 

○ 災害時応援協定を締結し、

町内事業者等との協力関係を

構築する。 

○ 自主防災組織の新規設立（2

団体） 

 

 

○ 自主防災組織育成支援事業

補助金の交付（2件） 

 

 

○ 初神地区に防災拠点施設を

整備（Ｒ3年 6月供用開始予定） 

○ 一時避難場所修繕補助金の

交付（1施設） 

 

○ 三重県熊野市と災害時相互

応援に関する協定を締結（2月

3日） 

 

○ 令和３年４月開店予定のス

ーパー（ハローズ）と災害応援

協定の締結協議中 

○ 自主防災組織の設立支援を

行い、地域の防災力を向上さ

せる。［継続］ 

 

○ 自主防災組織の補助金につ

いて周知し、積極的な活用を

促す。［継続］ 

 

○ 指定避難所、指定避難場所

及び一時避難場所などの整備

を推進する。［継続］ 

 

 

○ 災害時応援協定を締結し、

町内事業者等との協力関係を

構築する。［継続］ 
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【坂町】〔資料１の再掲〕 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 「地震防災マップ」・「津波・高

潮ハザードマップ」、「土砂災害ハ

ザードマップ」を転入者等に配布

し啓発を実施 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方法

を広報誌や町ＨＰで周知 

 

○ 令和元年度作成の町内全域土

砂災害ハザードマップの配布・広

報誌や HP での周知 

○ 実施した。 

 

○ 「地震防災マップ」・「津波・高

潮ハザードマップ」、「土砂災害ハ

ザードマップ」の広報誌や HP で

の周知、転入者等に配布し啓発を

実施［継続］ 

 

○ 土砂災害警戒区域の確認方法

を広報誌や町ＨＰで周知［継続］ 

 

○ VACAN のシステムを利用し、避

難施設の設備状況、災害時におけ

る混雑状況等、情報提供の実施

［新規］ 

察知する 

○ 防災行政無線により災害情報

を周知すると共に、町の自主避難

先の開設情報や高台等への駐車

場確保に関する情報を周知 

 

○ 町の登録制メールによる、災害

情報や避難所等の開設情報の周

知 

・消防団における登録者数増強（令

和元年度は副分団長以上の登録） 

 

○ エリアメールによる、災害情報

の周知 

（NTT ドコモ、KDDI、ソフトバン

ク、楽天モバイル） 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を開始

し、避難情報をより確実に伝達。

難聴世帯に対しては個別アンテ

ナの設置。 

○ 実施した。 ○ 防災行政無線により災害情報

を周知すると共に、町の自主避難

先の開設情報や高台等への駐車

場確保に関する情報を周知［継

続］ 

 

○ 町の登録制メールによる、災害

情報や避難所等の開設情報の周

知［継続］ 

 

 

○ エリアメールによる、災害情報

の周知（NTT ドコモ、KDDI、ソフ

トバンク、楽天モバイル）［継続］ 

 

○ 戸別受信機の無償貸与を実施

し、避難情報をより確実に伝達す

るほか、難聴世帯に対しては個別

アンテナの設置［継続］ 

行動する 

○ 避難施設をいち早く開設する

体制を庁内で整備 

 

○ 避難準備・高齢者等避難開始を

発令する前であっても、災害の危

険性が考えられる場合、また夜間

になる前に自主避難所を開設 

 

○ 消防団と協働し、町内全地域の

災害に対応可能な体制を整備。 

・消防団の主要な連絡手段である

移動系無線機についてデジタル

更新・配備数の増強を行う。 

○ 実施した。 

 

 

左記のほか、自主防災組織に対

し「避難の呼びかけ体制づく

り」の支援を行った。（令和 2

年度は 3 組織） 

○ 避難施設をいち早く開設する

体制を庁内で整備［継続］ 

 

○ 避難準備・高齢者等避難開始を

発令する前であっても、災害の危

険性が考えられる場合、また夜間

になる前に自主避難所を開設［継

続］ 

 

○ 消防団と協働し、町内全地域の

災害に対応可能な体制を整備。

［継続］ 

 

○ 自主防災組織に対し「避難の呼

びかけ体制づくり」の支援を実施

［継続］ 

 

○ 総合防災訓練を実施し、関係機

関との連携協力体制を確立する

とともに、地域住民の防災意識の

高揚を図る［新規］ 
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学ぶ 

○ 防災リーダー養成講座開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 防災士養成講座受講者の募集 

 

○ 自主防災組織養成講座開催 

○ 自主防災組織養成講座に

ついては、同様の事業（広島

県避難の呼びかけ体制づく

り支援事業）を実施したた

め、未実施。 

 

○ その他は実施した。 

○ 防災リーダー養成講座開催［継

続］ 

 

○ 自主防災組織養成講座開催［継

続］ 

 

○ 地域の自主的な防災講座の支

援［継続］ 

 

○ 防災士養成講座受講者の募集

［継続］ 

 

○ 写真や映像を通じて災害や避

難について学べる施設を整備し、

災害の実態を後世に伝えていく

［新規］ 

備える 

○ 避難情報発令時に「非常持出品

の携行」について防災行政無線等

で周知 

 

○ 公共施設において非常持出品

の準備を提唱。公共施設において

非常持出品の展示し啓発実施 

 

○ 町広報誌においても備蓄の呼

びかけ 

○ 実施した。 ○ 避難情報発令時に「非常持出品

の携行」について防災行政無線等

で周知［継続］ 

 

○ 公共施設において非常持出品

を展示し、準備を提唱［継続］ 

 

 

○ 町広報誌等において、備蓄の呼

びかけ［継続］ 
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【安芸太田町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 県の土砂災害等の警戒エリア

の再調査等があったため、令和 2

年度も令和元年度と同様に土砂

災害警戒区域や浸水想定区域が

掲載された防災マップの更新を

行い，防災マップを配布など，危

険な場所，避難すべき場所，避難

経路の安全等の周知について取

り組む。 

 

 

○ 令和２年度についても、

安芸太田町防災マップの更

新（新規土砂災害警戒エリ

ア、浸水想定区域の反映）

を行い、全戸に防災マップ

の配布を行った。 

 

○ 県の土砂災害の警戒エリア

等の調査結果を反映するとと

もに、重点ため池として指定

された地域について浸水想定

エリア等の反映を行い、防災

マップを全戸に配布する。［継

続］ 

察知する 

○ 台風や梅雨前線等の接近時に，

防災無線による全戸放送や防災

メールによる気象情報等の提供

など，避難行動につながる情報の

発信に取り組む 

○ 令和２年度現在運用して

いるアナログの防災行政無

線のデジタル化の更新を行

い、全戸に「戸別受信機」

を貸与予定。 

  また、次年度以降「防災

アプリ」の運用を開始し、

情報伝達手段の多様化によ

り確実に住民へ情報提供で

きる体制を整える。 

 

○ 台風や梅雨前線等の接近時

に継続して、防災行政無線で

全戸放送を行うとともに、令

和 3 年度から「防災アプリ」

の運用を開始し、気象情報や

避難行動につながる情報の発

信に取り組む。［継続］ 

行動する 

○ 台風や梅雨前線等の接近時に

おいて，消防団の屯所待機に併せ

て，避難施設の早期開錠をするな

ど，住民等の安全が確保できる体

制を整備に取り組む。 

 

○ 台風や大雨等が予見され

る場合には、早い段階で広

域避難所の開設や消防団へ

の待機指示等を行った。 

○ 気象予報等をもとに、早め

の避難所開設や避難情報の発

信により、住民の安全確保が

できる体制の整備に取り組

む。［継続］ 

学ぶ 

○ 広報物の配布のほか，避難訓練

などの実動訓練を実施し，住民等

の防災知識の向上に努める。 

 

○ 広島県等から提供され

た、防災のチラシ等の配布

を行った。 

○ 広報物の配布や令和 3年度

は「太田川総合水防演習」に

参加し、防災知識の向上に努

める。［継続］ 

備える 

○ 備蓄物資の定期更新を行うと

ともに，定型的な物資をパッケー

ジ化するなど，搬送体制の効率化

を図る。 

 

○ 備蓄品（食料、水等）の

定期的な更新を行った。新

型コロナウイルス感染症対

策用品の備蓄を新規におこ

なった。 

 

○ 備蓄物資の定期更新を行

う。新型コロナウイルス等に

対応した感染症対策の備蓄品

の更新を行う。［継続］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－36－ 

【北広島町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 土砂災害警戒区域や浸水想定

区域、ため池浸水想定区域等を継

続して住民に知らせる 

○ 新型コロナウイルス感染症の

影響で、直接お知らせする機会

は減少したが、放送やメールな

どで継続して実施した。 

○ 土砂災害警戒区域や浸水想

定区域、ため池浸水想定区域

等を継続して住民に知らせる

［継続］ 

察知する 

○ 広島県防災 Web の活用を促す 

 

 

○ テレビのデータ放送をチェッ

クする習慣をつけていただく。 

 

 

○ 広島県の防災メールと北広島

町の防災メールの登録促進。 

○ 左記の案内を実施し、自分自

身が使いやすいツールで情報取

得いただくよう案内した。 

○ 広島県防災 Web の活用を促

す［継続］ 

 

○ テレビのデータ放送をチェ

ックする習慣をつけていただ

く。［継続］ 

 

○ 広島県の防災メールと北広

島町の防災メールの登録促

進。［継続］ 

 

○ 行政情報配信アプリの活用

促進［新規］ 

行動する 

○ 必ずしも避難所ではなく、指定

緊急避難場所やその他安全な場

所への移動が避難であることを

伝える。 

 

○ 自宅が安全な場所であれば、自

宅に留まるのも一つの身を守る

行動であることを伝える。 

 

○ 町が開設する避難所と自主防

災組織や地域で開設する避難所

の周知。 

○ 新型コロナウイルス感染症の

不安もあったため、必ずしも「避

難＝避難所にいくこと」ではな

いことを周知した。併せて自分

自身に必要な備蓄品について準

備いただくよう案内した。 

○ 「避難＝避難所にいくこと」

ではなく、安全な場所に移動

することの周知。［継続］ 

 

○ 自宅が安全な場所であれ

ば、自宅に留まるのも一つの

身を守る行動であることを伝

える。［継続］ 

 

○ 町が開設する避難所と自主

防災組織や地域で開設する避

難所の周知。［継続］ 

学ぶ 

○ 機会の提供を継続して実施す

るが、工夫を加え同じことをしな

いようにする。 

○ 11 月に北広島町役場本庁アト

リウムで「 CAMP≈BOUSAI ‣‣

できることから‣‣ 」を開催し、

アウトドア用品が防災に役立つ

ことをアピールする場を設け

た。 

○ 機会の提供を継続して実施

するが、工夫を加え同じこと

をしないようにする。［継続］ 

 

○ 従来の訓練等ではなく、気

軽に楽しめる災害対策のプロ

グラムを考案する。［新規］ 

備える 

○ 備蓄品の準備や、連絡網の構築

等、事前に準備できることは実施

してもらう。 

 

○ 住民への呼びかけだけでなく、

私たち職員が「なすべきこと」を

認識してもらうことが必要。 

 

○ 情報の整理整頓をスムーズに

行えるよう、既存のシステム等を

活用した体制をつくる。 

○ 「備え」の必要性が分かって

いても、実行できているかは把

握できていない部分があるの

で、継続して呼びかける。 

○ 備蓄品の準備や、連絡網の

構築等、事前に準備できるこ

とは実施してもらう。 

 

○ 住民への呼びかけだけでな

く、私たち職員が「なすべき

こと」の再認識。［継続］ 

 

○ より柔軟な対応ができる環

境構築に取り組む。［新規］ 
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【大崎上島町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ 津波ハザードマップを更新

し全戸配布する。 

 

○ ハザードマップ作成中 

 

○ ハザードマップによる災害

危険個所等の周知［継続］ 

察知する 

   

行動する 

○ 災害時対策本部の情報伝達

訓練実施 

・土砂災害図上訓練を実施し、

情報伝達業務の向上を図

る。 

 

○ 未実施 ○ 災害時対策本部の情報伝達訓

練実施［継続］ 

・土砂災害図上訓練を実施し、

情報伝達業務の向上を図る。 

学ぶ 

○ 自主防災組織育成研修会実

施 

・自主防災組織の訓練等の開

催を支援し、多くの組織で訓

練実施が可能となるよう取り

組む。 

 

○ 未実施 ○ 自主防災組織育成研修会実施

［継続］ 

・自主防災組織の訓練等の開催

を支援し、多くの組織で訓練実

施が可能となるよう取り組む。 

 

備える 

○ 備蓄計画に基づく備蓄品等

整備 

 

 

○ 自主防災組織の新規立ち上

げ 

・自主防災組織が未設置の地

区に対して，新規立ち上げを

依頼する。 

○ 令和２年度の備蓄品は整備

中（発注済） 

 

 

○ １地区設置した。 

○ 備蓄計画に基づく備蓄品等整

備［継続］ 

 

 

○ 自主防災組織の新規立ち上げ 

・自主防災組織が未設置の地区

に対して，新規立ち上げを依頼

する。［継続］ 
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【世羅町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ チラシ，広報誌，ホームペー

ジ，防災教室，出前講座等、あ

らゆる機会を通じての災害危険

箇所および警戒レベルを周知 

 

○ チラシ、広報誌、ホームペー

ジ、防災教室、出前講座（13

回）を実施し、災害危険箇所、

警戒レベル、情報収集方法を周

知した。 

○ チラシ，広報誌，ホームペ

ージ，防災教室，出前講座等、

あらゆる機会を通じての災

害危険箇所および警戒レベ

ル、避難所・避難経路確認の

必要性を周知[継続] 

察知する 

○ 出前講座や地域の会合等で，

災害発生の前兆現象，発生時の

対応，災害情報や気象情報，避

難情報、警戒レベルの伝達方

法・手段（行政防災無線・エリ

アメール等）を周知 

 

○ 出前講座等において、警戒レ

ベル、マイタイムライン等避難

のタイミング、災害・気象情報

の入手（防災無線・広島県防災

メール）などについて周知し

た。 

○ 出前講座や地域の会合等

で，災害発生の前兆現象，発

生時の対応，災害情報や気象

情報，避難情報、警戒レベル

の入手方法（行政防災無線・

防災メール・エリアメール

等）を周知[継続] 

行動する 

○ 出前講座などのあらゆる機会

を通じて避難情報の周知に努め

るとともに，早めの避難の重要

性を説明 

 

○ 消防団や民生委員などの他の

地域団体との連携強化 

○ 出前講座等において、早めの

避難、コロナ禍における分散避

難、避難の呼びかけ体制づくり

の必要性について周知した。 

 

○ 消防団員・民生委員参加によ

る防災訓練を実施した。 

 

○ 11 月 5 日のシェイクアウト

訓練について防災行政無線を

活用して実施を呼び掛けた。 

○ 出前講座などのあらゆる

機会を通じて避難情報入手

方法の周知に努めに，早めの

避難の重要性を啓発[継続] 

 

○ 消防団や民生委員などの

他の地域団体との連携を強

化[継続] 

学ぶ 

○ 町民向けの防災講習会・訓練

の実施 

 

○ 自主防災組織や住民自治組織

を対象とした防災講座を実施 

 

 

○ 地域の防災リーダー，防災士

の育成 

・福山市が開催している福山防

災大学に世羅町から参加予定 

○ 自主防災組織、住民自治組織

等町民を対象とした防災講習

会・訓練を実施した。（避難所

設営訓練・土のう設置訓練等） 

 

 

 

○ 福山防災大学については、新

型コロナウイルス感染症拡大

防止のため未開講。 

○ 町民向けの防災講習会・訓

練の実施[継続] 

 

○ 自主防災組織や住民自治

組織を対象とした防災講座

を実施[継続] 

 

○ 地域の防災リーダー，防災

士の育成[継続] 

（福山市が開催している福

山防災大学に世羅町から参

加予定） 

 

○ ひろしまマイタイムライ

ンの活用[新規] 

備える 

○ 防災センターの備蓄品の整備 

・計画的に備蓄品の整備を行う 

 

 

 

 

○ 各関係機関と連携して，講習

会などで非常持出品の展示など

を実施して啓発活動を実施 

 

○ 世羅町防災センターの備蓄

品の整備、コロナウイルス対策

の資機材（工業扇、簡易ベット、

プライベートテント、消毒薬）

を整備した。 

 

○ 備えるフェアのポスター貼

付、出前講座等において、非常

持出品、備蓄方法のチラシの配

布を行い啓発を行った。 

○ 防災センターの備蓄品の

整備[継続] 

 

○ 指定避難所資機材の充実

[新規] 

 

○ 各関係機関と連携して，講

習会などで非常持出品の展

示などによる啓発活動を実

施[継続] 
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【神石高原町】 

行動目標 取組内容 令和２年度の取組の実施状況 令和３年度の取組等 

知る 

○ ハザードマップの作成（土

砂法警戒区域指定対応） 

 

○ 自主防災組織による避難所

再編の確認 

 

○ 自主防災組織連絡協議会の

防災研修会の開催 

 

○ 防災情報入手手段の周知

（住民向けメール配信システ

ム導入済） 

 

○ ハザードマップの作成（土

砂法警戒区域指定対応） 

 

○ 自主防災組織による避難所

再編の確認 

 

○ 自主防災組織連絡協議会の

防災研修会の開催 

 

○ 防災情報入手手段の周知

（住民向けメール配信システ

ム導入済） 

 

 

○ 自主防災組織連絡協議会の

防災研修会の開催［継続］ 

 

○ 防災情報入手手段の周知

（住民向けメール配信システ

ム導入済）［継続］ 

 

察知する 

○ 避難勧告等判断マニュアル

の改正 

 

○ 防災情報の周知（自主防災

組織会長へ説明） 

 

○ 避難勧告等判断マニュアル

の改正 

 

○ 防災情報の周知（自主防災

組織会長へ説明） 

 

○ 避難勧告等判断マニュアル

の改正［継続］ 

 

○ 防災情報の周知（自主防災

組織会長へ説明）［継続］ 

 

 

行動する 

○ 避難行動要支援者名簿等を

活用した避難訓練（自主防災

組織に働きかけ） 

 

○ 指定避難所の再編 

 

○ 自主防災組織連絡協議会に

よる図上訓練 

 

 ○ 避難行動要支援者名簿等を

活用した避難訓練（自主防災

組織に働きかけ）［継続］ 

 

 

○ 自主防災組織連絡協議会に

よる図上訓練［継続］ 

 

学ぶ 

○ 自主防災組織による防災訓

練助成制度（上限 5万円）の

活用 

 

○ 自主防災組織連絡協議会に

よる防災研修 

 

○ 自主防災組織連絡協議会に

よる防災研修 

 

○ 自主防災組織連絡協議会に

よる防災研修［継続］ 

 

 

備える 

○ 自主防災組織への働きかけ 

 

 

○ 防災リーダーの養成（防災

士取得等） 

 

○ 防災研修会等での非常持出

品の周知・啓発 

 

○ 自主防災組織で備蓄物資管

理 

 

○ 防災リーダーの養成（防災

士取得等） 

 

○ 自主防災組織で備蓄物資管

理 

 

○ 自主防災組織への働きかけ

［継続］ 

 

○ 防災リーダーの養成（防災

士取得等）［継続］ 

 

○ 防災研修会等での非常持出

品の周知・啓発［継続］ 

 

○ 自主防災組織で備蓄物資管

理［継続］ 

 


